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野口原 別府市美術館

県指定有形文化財（建造物）

昭和47年3月21日指定

現在、別府市美術館に立っているが、旧所在地は
ひなたびら

豊後高田市蕗陽平。 総高180cm。底部の幅が広い三

角状石柱の表面を削平した塔身上に笠を置くが、宝珠は

欠。表面上部に釈迦の種子（バク）、その下に大き く阿弥
ひらぞこぽ

陀の種子（キリ ーク）を平底彫りにする。その下中央部に

「図鱈年(1269)且四月国］五日」 その両側に「造立者

僧広増 」「右志者為往生極楽」の陰刻がある。豊後高田市

の富貴寺にある笠塔婆5基（県指定有形 文化財・仁治2年

〈1241〉～文永5年〈1268〉)にも 広増の名があり 、もともとは一連のものであ ったと考えられ

る。刻銘部分の風化が激し く、判読しにくい箇所が多くな っているが、これまでの調査により 造

社年、造立者名、造立の趣旨がはっきり する貴重な もの。

にしのぐちこ
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西野口五輪塔婆
野口原 別府市美術館

県指定有形文化財（建造物）

昭和49年3月19日指定

別府市美術館に、笠塔婆と並んで立っている。

旧所在地は国東市安岐町糸永。 空風輪を一石で、火水
地輪を一石で刻出する五輪塔の地輪部に高さ110cmの方
柱を継ぎ足した形の五輪塔婆 で、総高179cm。五輪塔の

水輪部 は4 面を円板状に削った形 で、通常の五輪塔とは異

なる。各輪には五輪塔四方門（東・発心門、南・修行門、
やげん

西・菩提門、北・涅槃門）の種子を薬研彫りにする。下部

方柱には次のように種子と刻銘 がある。東面「バク（釈

（小泊 立矢）

迦）・アン（普賢） ·|カン マン1（不動）」南面「バン（大日）」西面「キリ ーク（阿弥陀）・サ（観

音）・サク（勢至） 南無阿弥陀佛」北面「マン（文殊）正安元年〈1299〉九月八日」南面 バンの

下に文字があるが判読不能。このよう な形式の塔婆 は、県内では珍し い 。
（小泊 立矢）
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